
（注）「血の道症」とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ
　　　て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状を指します。

肝機能障害

比較的体力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼ

せて足冷えなどを訴えるものの次の諸症：月経不順、月経異常、月

経痛、更年期障害、血の道症、肩こり、めまい、頭重、打ち身（打撲

症）、しもやけ、しみ、湿疹・皮膚炎、にきび

月経

1.次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

2.服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるの
で、直ちに服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は
登録販売者に相談してください

3.服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症
状の持続又は増強が見られた場合には、服用を中止し、この文
書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

　　下痢
4.1ヵ月位服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、
この文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

など

皮　　 膚

発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目
が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。



（4）使用期限を過ぎた製品は服用しないでください。
1包を分割した残りを服用する時は、袋の口を折り返して保管し、
2日を過ぎた場合には服用しないでください。

https://www.pmda.go.jp/

TS05-S

　また本剤は、生薬精油成分（においのする成分）を含んだエキスを使
用しておりますので、漢方薬特有のにおいがします。


